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ご 挨 拶

日頃より、ゆいネット北海道の活動や運営に関わっていただきありがとうございます。

前任の須田理事長からバトンを受けて昨年の4月から理事長1年生をしています。講座や研修会に参加する

ことで今までなかなか覚えられなかった相談員の皆さんの顔と名前が一致するようになりました。

病院の産婦人科で働いていることもあり「電話相談で困ったことがあれば、どうぞ私に相談して下さい」と

お伝えしてきました。その結果、9ヶ月間で2件の相談がありました。手術や警察への連絡に繋ぐことがで

きて少し役に立てたかと思っています。やりとりがあってお互いの気持ちや表現の仕方がわかるのでこれか

らも相談員の方からの連絡を待っています。

さて先日シアターキノで「女性の休日」という映画を観てきました。ジェンダーギャップ指数連続3年世界

１位のアイスランドの映画です。船長になりたいと話していた女の子は「君は女の子だから船長になれな

い」と言われます。しかし彼女は成長し、のちにアイスランドの大統領になります。これは実話です。

私も明治時代の生まれなら医師になれなかったでしょう。性で生き方や思考を縛られない、性暴力を許さな

い社会に向かうために、これからもゆいネット北海道でのご縁づくりを大切にしていきます。

令和８年１月

理事長 長島 香

ゆいネット北海道の会員になる 寄付をする

1.正会員になる
法人の活動に賛同し、運営に携わってくださる方が対象
です。
年会費は5000円です。
議決権があり、総会にご出席いただきます。

2.賛助会員になる
法人の活動に賛同し、応援してくださる方が対象です。
年会費は一口5000円です。
議決権はありません。

＊入会ご希望の方は、入会届の提出が必要となります。

①ゆうちょ銀行
郵便振替口座記号番号：02700-4-98598
加入者名：ゆいネット北海道

（他行からの場合）二七九支店 当座 0098598

②北洋銀行
支店名：北７条支店
口座種別：普通
口座番号：3993540
加入者名：トクヒ）ユイネットホッカイドウ

１口1000円として、3口3000円以上を目安にしていただく
とありがたいです。



●SACRACH相談実績 2012年10月1日～202５年12月１５日
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相談累計 7247件（2025年12月15日まで）

年度合計 うち新規

✿電話＃８８９１（携帯電話から通話料無料）

NTTひかり電話からは0120-889177

✿メールでのご相談

sacrach20191101@leaf.ocn.ne.jp

✿LINEでのご相談

soudan@sacrach
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①  7 月 5 日（土）・6 日（日）（場所：札幌医療リハビリ専門学校）

7/5

オリエンテーション
佐々木  紀子
（さくらこセンター長代行）

さくらこの現状と性暴力被害者の法的支援
八代 眞由美
(弁護士)

女性支援新法と DV 被害者対応
近藤 恵子
（女のスペース・おん   理事）

LGBTQ について
須田 布美子
（弁護士）

愛着と暴力
須見 よし乃
（えるむの木 院長）

7/6

警察が関わる性暴力被害者への対応
林 奈緒
（北海道警察 捜査第一課）

司法面接① 仲 真紀子
（国立研究開発法人理化学研究所
理事長特別補佐）司法面接②

②９月 6 日（土）・7 日（日）（場所：札幌医療リハビリ専門学校）

9/6

性暴力に対するインフォームドケア：支援者の二
次受傷とコンパッション

野坂 祐子
（大阪大学大学院人間科学研究科 教授）

レイプドラック
清水 恵子
（旭川医科大学医学部 教授）

男性性暴力被害者への対応
山田  浩史
（性暴力救援センター日赤なごや  なごみ）

9/7

性暴力とジェンダー
（札幌市男女共同参画センター）

児童相談所における性虐待の実態と対応
中田 真由美
（北海道児童相談所）

PTSD とそのアプローチ
早苗   麻子
（萌クリニック院長 精神科）

性暴力被害当事者について
早乙女 祥子、西田 なつみ
（一般社団法人 Spring 幹事）

③11 月 8 日(土)・9 日(日)（場所： 札幌医療リハビリ専門学校）

11/8

性被害当事者について・ロールプレー
つじゆうさく
（性暴力ワンストップセンター相談員）

性暴力被害者に対する病院での診察（外傷の有無、
性感染症、妊娠等） 長島香

（勤医協札幌病院 産婦人科）
演習：証拠採取 裁判における証拠の活用

採取した証拠の裁判での活用
日笠倫子
（弁護士）

11/9

性暴力被害の影響とトラウマからの回復に必要な
こと

國安澄江 
（ウィメンズセンター大阪   代表）

ロールプレー ①・②(途中休憩あり) 國安澄江 
（ウィメンズセンター大阪   代表）

質疑応答・まとめ

＊受講料は全プログラムを受講していただいた方がお得ですが、１日または１講座からも受講可能です。

2025年度 性暴力被害者診療支援看護職（SANET）養成講座
ゆいネット北海道では、被害者支援のための知識とスキルをもった看護師を要請するため、毎年講座を開催しております。
看護師以外の支援職の方や、支援を考えておられる方も、受講していただけます。



2025年度 性暴力被害者診療支援看護職（SANET）養成講座
SANET（サネット）：Sexual Assault Nurse Evidence Taker

2025 SANETを受講して
白石保健センター 医事担当課長 家里琴絵さん

私は小児科医で、現在は行政の立場から母子保健や児童福祉分野で親子の支援
に携わっています。養育者のメンタル不調や生きづらさの根底に過去の性虐待
が隠れていたり、被害を受けてしまった子どもを目の当たりにし、表にでてき
ていなかっただけで性虐待は男女問わず身近にあることを実感しています。自
分が関わることが多い医療、行政、福祉分野だけで対応することは困難ですし、
長期にわたり被害を受けた方の人生に負の影響を及ぼしているのをみます。も
ちろん性加害・被害が起きない予防が大切ではありますが、過去現在すでに被
害をうけて苦しんでいる方へ少しでも負担なく支援ができたらと思い、普段あ
まり接することのない分野の知見から知識の幅を広げ、法的根拠など理論武装
をして、目の前の困難を抱える当事者に向き合うため本研修に参加いたしまし
た。当事者、支援者、司法、警察、医療、福祉、様々な立場、多様な分野から
の講義や演習での学びはもちろんのこと、同じような悩みを抱え、日々奮闘さ
れている方々との新たな出会い、普段連携している先の顔のみえる関係の構築、
とても濃くて有意義な6日間でした。ゆいネット北海道のスタッフの皆様はじめ、
講師の先生方、学びを共有できた皆さま、本当にありがとうございました。

性暴力被害者診療支援看護職養成講座に参加して～あらたな気づき～

江別市議会議員 干場 芳子さん

ＮＰＯ法人ゆいネット北海道に関わりを持たせていただき、約十数年になります。議員とし
て活動していく中で、適時に情報の提供やイベントを企画していただき参考とさせていただき
ました。

今回の講座を受講しよう！と決めたのは、2025年6月、江別市家庭問題研究会が主催する
「子どもに伝えたい性教育とは」で貴団体の佐々木紀子さんによる講話が後押しとなりました。
養成講座の内容は、すでに現場を担っている方や専門職の方々にとっての必要なプログラムと
解しましたが、とにかく、勉強させていただこうという思いに至りました。実際、性被害、性
暴力等の社会的な認知度は上がってきてはいたものの、行政や社会全体は、未だこうした分野
について実態を重く受け止めていない側面、体制も不十分な実情について、自身、懸念し続け
てきたこともありました。 6日間の講座は、実に多岐にわたる濃厚な内容であり、そして現場
で必要な内容そのものでした。私にとっても、今後の地域活動に資するものとなりました。参
加された方々との出会い、グループワークでの対話など多くの刺激もいただきました。講師の
みなさんはじめ、参加者みなさんに心より感謝申し上げます。

江別市では、子どもの権利条例制定に向けての議論がスタートしました。この間、条例制定
を目指し「子どもにやさしいまちづくり連続講座」を31回、子どもの権利を拠りどころとし
様々な視点から講座を企画してきました。ともすれば、私たちおとなですら権利の主体である
ことの認識が希薄なのが実態なのかもしれません。誰もが自分らしく生き、暮らし、学ぶこと
ができる社会の実現に向け、むしろ私たちおとなこそが、「人権」ついての理解を深めなけれ
ばならないと改めて思っています。今後は、講座で学ばせていただいたことを大切にしながら
微力ではありますが、活動をすすめてまいりたいと思っています。この度は、本当にありがと
うございました。

受講者の皆さんからご感
想をいただきました！



SANET を受講して
さくらこ相談員 堀 琴美さん

私は今年度の暴力被害者支援養成講座を修了しました。全日程は６日間で、中身は重厚でした。
でも疲れなかったのは、面白かったからだと思います。20名を超える先生方はみなプレゼンの名
手でした。重く辛い性暴力の話を、聞きやすい形で受講者に届けるために、様々な工夫や推敲を
重ねて来られたのだろうと思います。

私は被害者支援から少し離れていましたが、その間に刑法の改正があり、性犯罪に対する社会
の考え方が変わりました。まず、伊藤詩織さん、五ノ井里奈さんというすごい女性たちが世に一
筋の光をもたらしたこと。反対に、2019年に相次いで4件の性犯罪に無罪判決が言い渡されたこ
と。これに対して性暴力被害当事者たち（Spring）が立ち上がり、ロビーイングとアカデミック
な調査を展開して刑法改正が実現（2017年と23年）。画期的で感動的な歴史の一幕でした。そ
のSpringの方々も講師としていらしていたので、輝かしい成果とご活躍へのお礼を伝えることが
できました。

講師の先生方は、其々に最前線のノウハウを披露しました。一例として印象に残ったのは、産
婦人科医師の長島先生（ゆいネット北海道理事長）のロールプレイでした。患者さん役との面接
は、被害者支援に重要な観点から進められますが、あまりに自然で優しいやり取りだったので、
私はこれを当たり前のように受け止めました。でも、他の受講者さんが「このような実践を他の
ドクターもやってくれたら、どんなにいいか」と言ったとき、現実を知ってハッとしました。そ
して改めて、理想的な支援の形を示すことの大切さを認識しました。

SANETはクオリティの高い講座だったと思います。講師の先生方をはじめ被害者に寄り添う支
援者の方々には、心からの敬意と感謝を表します。私たち受講生もまた、日々専門性の向上に努
めたいと思います。ありがとうございました。

開催日：202５年７月５・６日、９月６・７日、11月８・９日（全６日間）

開催場所：札幌医療リハビリ専門学校

2025年度日本郵便年賀寄付金配分事業の助成を頂いています。



こどもに接する仕事に就く者の性犯罪前科の確認
～ 日本版ＤＢＳのご紹介～

理事 八 代 眞由美

昨年、世間を揺るがした小中学校の現役教師による盗撮・画像共有事件は、学校教育において最も重
要な教師への信頼を崩壊させ、不信感などという言葉では収まらない失望と嫌悪感に満ちた衝撃的な事
件でした。彼らは懲戒免職になったとしても、またどこかで塾の講師等として働く可能性があるのです
から、こどもと接する職業に就くことを阻止する制度が必要になります。

そこで、こどもに接する仕事に就く者の性犯罪歴を雇用主側が確認できるようにするのが日本版ＤＢ
Ｓの制度です。

ＤＢＳとは、イギリスの公的機関「Disclosure and Barring Service（前歴開示・前歴者就業制限機
構）」の略ですが、日本版ＤＢＳは、それをモデルにして、性犯罪を防止する措置の一つとして、教
育・保育等の事業者に対し、従事者の性犯罪歴の確認を義務付ける制度のことです。

令和６年６月１９日に成立した「こども性暴力防止法」に盛り込まれた制度で、令和８年１２月２５
日に施行されることが予定されていますので、その運用のポイントをご紹介します。

１つ目は、制度開始後、対象事業者は、従事者に対し、性犯罪前科の有無を確認することが求められ
ます。

２つ目は、性犯罪前科が確認された場合には、対象事業者は、配置転換等の雇用管理上の措置を講じ
ることが必要になり、こどもに接する業務に就かせることはできません。性犯罪の前科があれば、拘禁
刑の終了から２０年（罰金刑は１０年）以内の就業が制限されます。

３つ目は、制度開始前から、対象事業者は、採用選考の際に誓約書等で求職者の性犯罪前科の有無を
確認する必要があります。

これらの確認を義務付けられているのは、学校、認可保育所・認定こども園、児童養護施設、障害児
施設等と限られていますが、認可外保育施設、一時預かり・病院保育、放課後児童クラブ、学習塾等の
うち、国の認定を受けた事業者は、確認の義務を負い、広告表示が可能になります。ですから、信頼を
得ようとする事業者は国の認定を受けて、それを広告しますので、保護者は認定を受けた事業者を選ぶ
必要があります。

ただ、この制度では、個人事業主である家庭教師やベビーシッターは対象外であり、また、確認の対
象は、有罪判決が確定した「前科」に限定されています。性犯罪は示談をすることにより不起訴（公判
請求されないこと）になる場合も多いので、制度に実効性を持たせるには「前歴」をも含めた確認が必
要だと思います。

これから始まる制度ですが、今後の運用状況をみながら、対象事業者や確認の対象を拡充していくこ
とが望まれます。

こども家庭庁HPより



2025年活動報告（2025年1月～2025年12月）

月 活動内容

1月

内閣府ヒヤリング    (佐々木理事）

第72回さくらこ運営委員会

北海道教育庁 学校不祥事防止検討会 （須田理事長）

警察学校講師派遣 性犯罪捜査専科（重点）（八代理事）

2月

警察学校講師派遣 性犯罪捜査専科（重点）（佐々木理事）

第73回さくらこ運営委員会

ゆいネット北海道理事会

令和6年度児童虐待の未然防止に係る意見交換会（佐々木理
事）

第74回さくらこ運営委員会

札幌市研修会（DVと離婚調停） （八代理事）

ワンストップセンター長およびコディネーター研修 zoom
（佐々木理事）

3月

北海道子ども施策審議会第2回困難女性支援部会（佐々木理
事）
令和6年度第4回札幌市犯罪のない安全で安心なもちづくり等
審議会（佐々木理事）
北海度・札幌市の新たな女性支援モデルを考える意見交換会
（長島理事長、佐々木理事）

4月

江別すずらん病院事例検討会参加 （佐々木理事、金子・菅
原相談員）
相談員研修 同行支援研修（連携医療機関：札幌マタニテ
イ・ウイメンズホスピタル）

第75回さくらこ運営委員会

ゆいネット北海道理事会

5月

第13回 ゆいネット北海道総会

第76回さくらこ運営委員会

日本軍『慰安婦』問題解決を目指す北海道の会主催
SACRACHの現状と課題 （長島理事長）
全国連絡会 第2回メンタルヘルス支援部会 zoom (佐々木理
事・菅原・金子相談員）

6月

地域支援団体訪問（ウイメンズきたみ） 協力医療機関（北
見赤十字病院）ひとり親自立支援センター （佐々木理事）

札幌市要保護児童対策地域協議会代表者会議（長島理事長）

江別市家庭問題研究会（えべ育講演会）（佐々木理事）

相談員研修 スーパービジョン（講師：早苗 麻子医師）

第76回さくらこ運営委員会 その後理事会

７
月

性暴力被害者診療支援看護職養成講座

稚内市立病院訪問 （佐々木理事）

道庁にて打ち合わせ （佐々木理事）

全国性暴力被害者支援連絡会（千葉大学） （長島理事長、
佐々木理事、中泉・高田相談員）
「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」シンポジ
ウム（長島理事長、佐々木理事）

第77回さくらこ運営委員会

北海道被害者支援連絡協議会 北海道警察本部 （佐々
木理事）

8月

浦河赤十字病院zoom打ち合わせ（道庁） （佐々木理事）

社会貢献支援団体（安部昭恵会長、池田直美特任副部長）来所
（長島理事長・佐々木理事）

北海道こどもの施策審議会 困難女性支援部会 (佐々木理事）

相談員研修 事例検討会 （相内 雄介精神福祉士）

地域支援団体訪問（市立函館病院、函館中央病院、ウイメンズ函
館）（佐々木理事・山田相談員）

第78回さくらこ運営委員会

協力医療機関依頼、留萌市立病院・旭川厚生病院（佐々木理事）

SNS相談

9月

令和6年度札幌市困難な問題を抱える女性支援調整会議 （佐々
木理事）

性暴力被害者診療支援看護職養成講座 3日目

性暴力被害者診療支援看護職養成講座 4日目

「札幌市犯罪のない安全で安心なまちづくり等の審議会」（佐々
木理事）

札幌市困難な問題を抱える女性の支援会議」（佐々木理事）

札幌第Ⅱゾンタクラブ寄付贈呈式 （佐々木理事）

第1回配偶者からの暴力相談関係者研修（佐々木理事）

第79回さくらこ運営委員会

RIFCRTM研修会 （佐々木理事）

10
月

札幌医科大学医学部3年「公衆衛生学」 （八代理事）

地域支援団体訪問（ウイメンズ・旭川、北・北海道総合支援カウ
セリングセンター）

協力医療機関訪問（名寄総合市立病院）     （佐々木理事・菅
原相談員）

札幌マタニティ・ウイメンズホスピタル「性暴力被害者支援につ
いて」  （佐々木理事）

相談員研修「SARAについて」（武蔵野大学 今野教授） 相談員
12名参加

協力医療機関依頼 （桑園病院）
（佐々木理事）

札幌市男女共同参画センター主催 女性支援者講座 第2回 （須
田理事）

DV防止講演会「性暴力支援者の立場から～性の暴力被害者・加害
者にならないための生（性）教育～」

地域支援団体訪問 （釧路相談室） （佐々木理事）

協力医療機関訪問（釧路市立総合病院、釧路日赤病院）釧路ぬさ
まい法律事務所（佐々木理事）

11
月

性暴力被害者診療支援看護職養成講座 5日目

性暴力被害者診療支援看護職養成講座 6日目

地域支援団体訪問 室蘭（ウイメンズ・マサカーネ）（佐々木理
事）

音更町議会議員視察の対応 （佐々木理事）

第80回さくらこ運営委員会

地域支援団体訪問（ウィメンズ・結）協力医療機関（苫小牧市立
病院）（佐々木理事）

五稜会病院事例検討会（佐々木理事、金子・杉原相談員）

12
月

札幌矯正管区 「性暴力被害者の心理について」 （佐々木理
事・金子相談員）

相談員ミーティング

土日SNS相談（12月4日間）24日～21時SNS相談



【さくらこ提携病院・協力病院】 令和７（202５）年１２月現在

提携病院 医療法人明日葉会 札幌マタニティ・ウイメンズホスピタル

協力医療機関

＊地域別、五十音順 産婦人科 響きの杜クリニック
医療法人社団正寿会 秋山ウィ
メンズARTクリニック

医療法人公和会中村記念愛成病
院

【札幌】
医療法人 福住産科婦人科クリ
ニック

医療法人社団陵仁会えんどう桔
梗マタニティクリニック 

やまかわウィメンズクリニック

医療法人育愛会 愛産婦人科
医療法人社団豊生会 伏古レ
ディースクリニック 

医療法人社団産科婦人科白鳥ク
リニック 

【網走】

医療法人社団 青葉産婦人科クリ
ニック

まいこクリニック 市立函館病院 ＪＡ北海道厚生連 網走厚生病院

医療法人北仁会 旭山病院
医療法人社団いちご会 美加レ
ディースクリニック

函館中央病院 金川医院

医療法人社団 EVEウィミンズク
リニック

医療法人社団 モアナエムズレ
ディースクリニック

産婦人科湯の川女性クリニック 【遠軽】

NTT東日本札幌病院 医療法人社団 産婦人科吉尾医院 【八雲】 ＪＡ北海道厚生連 遠軽厚生病院

勤医協札幌病院 【江別】 八雲総合病院 【帯広】

KKR札幌医療センター 江別市立病院 【江差】 ＪＡ北海道厚生連 帯広厚生病院

医療法人社団五稜会病院
医療法人風のすずらん江別すず
らん病院

北海道立江差病院
社会福祉法人北海道社会事業協
会 帯広病院

医療法人礼風会 五輪橋マタニ
ティクリニック

医療法人社団 プリモウイメン
ズクリニック

【旭川】 医療法人社団慶愛 慶愛病院

札幌駅前樽見おしりとおなかク
リニック

【千歳】
医療法人社団弘和会 森産科婦
人科病院

【釧路】

医療法人社団明珠会 札幌白石
産科婦人科病院

市立千歳市民病院 
医療法人社団健和会 和田産婦
人科医院

医療法人社団足立産婦人科クリ
ニック

医療法人育愛会 札幌東豊病院 マミーズクリニックちとせ 【名寄】 市立釧路総合病院

医療法人徳洲会 札幌徳洲会病院 【恵庭】 名寄市立総合病院 日本赤十字社 釧路赤十字病院

札幌なかまの杜クリニック
医療法人社団 産婦人科・小児
科クリニックリブ  

【富良野】 くしろレディースクリニック

市立札幌病院 【砂川】
社会福祉法人北海道社会事業協
会 富良野病院

【根室】

たばた産婦人科クリニック 砂川市立病院 【稚内】 市立根室病院

医療法人社団 手稲あけぼのレ
ディースクリニック

【小樽】 市立稚内病院 【別海】

医療法人社団 ともこレディー
スクリニック

医療法人社団新開レディースク
リニック

【利尻】 町立別海病院

医療法人 にしかわウイメンズ
ヘルスクリニック

【苫小牧】 利尻島国保中央病院 【留萌】

のだレディースクリニック 医療法人王子総合病院 【北見】 留萌市立病院

医療法人 はだ産婦人科クリ
ニック

苫小牧市立病院 提携病院、協力医療機関となっていただいている皆様に
は、心より感謝申し上げます。引き続き強力医療機関並
びに協力弁護士を募集しております。ご検討いただける
方はゆいネット北海道までご連絡いただけますと幸いで
す。

医療法人社団ゆほな会 はやし
たくみ女性クリニック

【洞爺湖】

医療法人社団みぶな会 ひなた
クリニック 

医療法人緑風会 石田内科胃腸科

特定非営利活動法人ゆいネット北海道 事務局： TEL・FAX 011-768-8600
HP： http：//yuinet-hokkaido.com HP: http：//sacrach.jp
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